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日本政 1Ji学会々則

ま:~ 1条 本会は日本~類学会と称する
第 2条 本会は淡:るこの進歩普及を|剥り ，併せて会員相互の述絡llf;.に親i陵を図ること

を目的とする。

tJ 3条 本会(ま :liï条の呂的を~するために次の 'Jr.栄を行う。
1. 総会の;対催 l年 l図)

2. i長瀬に関する研究会，講習会，t.:;(集会主?の3目催
3. 定-WJl司令・物の発刊l
4. その他官íi~告の目的を必するために必妥な']1業

主主 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

告書 5条 本会の事業年度は 4月 1nに始まり，ヨゴ1'-3J-j31日に終る 0

~.t 6条 会員は次の 3怒とする。

1. 普通会員 (涼類にfl4心をもち，本会の起¥jに質問する個人又は団体で ，役員
会のゑ泌するもの)。

2. 名誉会員(係学:のfdi主に貢献があり，本£の趣旨に賛同する個人で ，役員会

の椴lU，するものl:及び特別会民は会党を袋しなヤ、。

3. 特別会共 (本会のぬ旨にJ'illljし，本会の先}長に特に寄与した個人又は団体で ，

役員会の推:九するもの)。

~% 7 ~長 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)， 職業を記入した入会申込;;3を

会長に差出すものとする。

~ð 8条 会員は毎年会Y.l，:500 円をfÌiilÍ:~するものとする。但し ， 名誉・会員 ( ìk条に定
める名誉会長を含む)。

~ 9 条 本会には次の役員を泣く。

会長 1名。 吟づ;61名。 J議員若干名。

役員の任期は 2ヶ年とし重任することが出来る。但し， j五議員は引絞き 3期選出さ

れることは出米ない。

役員選出の鋭定は別に定める。 m-LQIJι，';1条~ぷ4条)

本会に名誉会長をi説くことが出来る。

~.~ 10条 会長は会を代表し，会務の合体を統べる。幹事は会長の芯を受けて日常の

会務をわう。

t:'i 11条 評議員は評議員会を約成し ，会の妥みに|到し会長のi宙開にあずかる。許議

員会は会長が招集し， また文書をもって ，これに代えることが出米る。

第 12条 本会は定期刊行it9i涙雰uを年3回刊行し，会員に無料でなi布する。

(肝tUIJ) 
tf.~ 1条 会長l立区内在住の全会員の投~~~こより ， 会員の互選で定める(その際交議

員会は参，jのため若干名の侠，iH者をJ佑しすることが出来る)。車宇'知立会長が会員中よ
りこれを指名委仇する。

う'%2条 評議員の選出はJ<の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50;t，までこ之に 1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より苛干名を打E:t.'l，する。但し，その数は金言F議員
の113を越える ことは出来なャ、。

地区割は次の 7地区とする。

北海道地区。東北地区。関東地区(箭潟，長野，山梨を含む)。中部地区 (三f立を含む)。
近畿地区。中凶 ・凶蔭地区。九州地区(iIT殺を含む)。

第 3条 会長及び洋事は予議員を3在任することは出来なu、。

第 4条 会長およ び地区選出の守;議はに欠員を生じた場合は ，前任者の残余期間次
点者[をもって充当する。

第 5条 本会貝IJは昭和411joS月16日より施行する。


